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化合物が生物に及ぼす影響については，従

来より様々な研究がなされてきたが，著者ら

もビタミンがラットの成長を促進することを

認め報告してきた1）．ところで，ビタミンも

アミノ酸も従来から人間や生物にとって栄養

となる物質としての評価が高い．アミノ酸や

脂肪酸の栄養生化学的面も検討する一方，こ

れら化合物の他の応用面も検討した．アミノ

酸を主体とした化合物の農業利用への研究で

は，当初に遊離アミノ酸のL-メチオニン，L-

システインなどの両含流アミノ酸が植物種子

の発芽促進効果を認め報告した2）．さらにこ

の研究ではN-フェニルアセチルアミノ酸が双

子葉植物の発芽を強く阻害するが，水稲種子

などの単子葉植物の発芽には殆ど影響を与え

なかったことから，その実用の可能性が示唆

された．さらに，稲の主病原菌の一つとされ

ているいもち病菌の生育とアミノ酸の関係に

ついて，大畑はL-メチオニン，L-ロイシンな

どがいもち菌の発芽管の伸長などを抑制する

ことを示した3）．

そこで，今回はこれらの結果にもとずき，

手持ちの毒性の考えられないアミノ酸関連化

合物の中に各種植物病原菌に対し生育抑制作

用を示すものがあるとの考えから実験を進め

て検討したところ，若干の知見を得たので報

告する．

なお，今回用いたアミノ酸関連化合物は脂

肪酸の一種，ラウリル酸とアミノ酸の縮合物

N-ラウリル-L-バリン，N-ラウリル-L-べタイ

ンおよびヤシ油とアミノ酸の縮合物であるN-

α-ココイル-L-アルギニンエチルエステル

（CAEと略）などである．

実験方法

1. 実験材料

用いたアミノ酸関連化合物は上記のように

脂肪酸とL-アミノ酸の縮合物である．なお，

ヤシ油から作られたCAEの脂肪酸部はラウリ

ル酸，カプリル酸，カプロン酸などである．

これらアミノ酸関連化合物は各種植物病原

菌に対する菌生育抑制の実験に際し，10μg-

500μg/mlとなるように調製した．用いた各

種植物病原菌の菌株はバナナ炭そ病菌

Gloeosporium musarum， イ ネ 紋 枯 病 菌

Rhizoctonia solani，イネいもち病菌Pyricularia

oryzae Cavara，ナシ黒班病菌Alternalia kiku-

tiana Tanaka，ソラ豆の赤色斑点病菌Botrytis

fabae Sardina，ソラ豆のさび病菌Uromyces

fabae，キュウリの斑点細菌病菌Pseudomonas

lachrymansCarensなどである．これら各種植

物病原菌の菌生育抑制試験に用いた基礎培地

はポテトグルコース培地である4）．

─ 31 ─

アミノ酸関連化合物の生物活性

高　野　三　郎*

Biological Activity on the Related Compound of Amino Acid

Saburo TAKANO

────────────────────
*たかの　さぶろう　文教大学教育学部



2. 各種植物病原菌生育抑制試験

あらかじめ基礎培地で前培養した各種植物

病原菌を滅菌生理食塩水に懸濁した後，その

菌液1mlとアミノ酸関連化合物を10μg-500

μg/mlに調製した培地を混合して滅菌ペトリ

皿へ注入し，25℃，96時間培養し，生じたコ

ロニー数より菌抑制効果を判定した．なお，

アミノ酸無添加の培地を対照とした．

3. 胞子発芽に関する試験

アミノ酸関連化合物については，100また

は1,000μg/ml，CAEおよび他の薬剤につい

ては10～1,000μg/mlの溶液で，顕微鏡下で

一視野あたり50内外のバナナ炭そ病菌および

各種植物病原菌の胞子懸濁液をつくり，これ

を一滴カバーグラスにのせ，ペトリ皿中に静

置し，蓋をした後，27℃，24時間培養し，胞

子より発芽した発芽管の伸長をミクロメータ

ーで測定し効果を判定した．

実験結果および考察

アミノ酸や脂肪酸の生体内での栄養代謝的

な効果は古くから知られていることであるが，

当初ここで取り上げた農業利用上での農薬面

への発想は殆ど利用面から省みられなかった．

一つは毒性が低い反面その効果も期待しにく

いこと，アミノ酸は栄養素としてのイメージ

が強く，農薬としては使用されにくいだろう

という抵抗感がみられた．しかしながら，イ

ネいもち病菌に効果があったメチル水銀やボ

ルドー液などの重金属農薬が毒性などの面か

ら次々に使用が禁止されるにおよび他の毒性

の低い化合物のいろいろな応用面が考えられ

るようになった．前記の大畑のアミノ酸によ

るイネいもち病菌の発芽管伸長抑制と大森ら

によるアミノ酸関連化合物の双子葉植物に対

する発芽抑制の報告などが端緒となり，今回

の研究が推進された．CAEは毒性が低く，マ

ウスによる急性毒性試験ではLD50が10.75g/

Kgであった．サルモネラ菌を用いた変異原性

試験でも陰性を示した．さらに，モノステア

リルトリメチルアンモニウムクロライド

（MSAC）やジステアリルジメチルアンモニウ

ムクロライド（DSAC）とCAEの生分解能の

試験でも前2者より明らかに高い生分解性を

示した．CAEは白色結晶状の粉末であり，酢

酸エチルにはわずかしか溶けず，冷水，トル

エンには溶けにくい．しかし，エチルアルコ

ール，エチレングリコ－ル，温水には溶解す

る ． ま た ， 界 面 活 性 作 用 が あ り ，

Stalagmometerによって比表面張力を求めた結

果は0.536であった．また，起泡力，乳化力を

併せもち，防臭効果もある上，CAE自体は無
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臭である．これらの結果をもとに先ず，CAE

の各種植物病原菌生育抑制試験を行ったとこ

ろ，バナナに甚大な被害をもたらすといわれ

るバナナの炭そ病菌に対し，カビ止め剤とし

て用いられるチアベンダゾール（TBZ）と同

等に近い効力をもつことが確認された．即ち，

N-ラウロイル-L-バリンが20μg/mlで弱いな

がら菌生育抑制作用をしめしたのに対し，

CAEは10μg/mlで菌生育抑制効果を示した

（Table.3）．一方，イネ紋枯れ病菌に対しては

CAEとN-ラウロイル-L-バリンは50μg/mlで

それぞれ強い菌生育抑制効果を示した．さら

に，イネいもち病菌に対して，CAEは400μ

g/ml，N-ラウロイルL-ベタインが500μg/ml

で菌生育抑制効果を示した．N-ラウロイル-L-

バリンは100μg/mlでより強い菌生育抑制作

用を示した（Table.4）．さらに，他の植物病

原菌に対するCAEの効果を検討した．ナシ黒

班病菌ではCAEとN-ラウロイル-L-バリンは

100μg/mlで菌生育抑制効果を示した．一方，

ソラ豆の赤色班点病菌に対しCAEは200μ

g/mlで，キュウリの班点細菌病菌では300μ

g/mlで菌抑制効果がみられた（Table.5）｡これ

らの結果より，CAEは特にバナナの炭そ病菌

の防除には有効な物質であることが示唆され

た．次に，CAEなどのアミノ酸関連化合物を

用いて各種植物病原菌の胞子発芽試験を実施

した．先ず，バナナ炭そ病菌に対する効果を
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検討した．その結果，CAEは50μ g/mlで，

N-ラウロイル-L-バリンは100μg/mlで発芽管

の伸長を抑制した（Table.6）．さらに，ソラ

豆さび病菌での試験ではN-ラウロイル-L-ベタ

インが30μg/mlで弱いながらも発芽管の伸長

を抑制する効果を示した．一方，N-ラウロイ
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ル-L-バリンとCAEでは20μg/mlで抑制効果

がみられ，特に，CAEの効果は顕著であった

（Table.7）．一方，CAEのその他の植物病原菌

に対する効果を検討したところ，イネいもち

病菌，ソラ豆の赤色斑点病菌ならびにキュウ

リの斑点細菌病菌に対し，100μg/mlでそれ

ぞれの菌の発芽管を抑制する効果を示した

（Table.8）．以上のことより，CAEはここに示

した各種植物病原菌に対し菌生育抑制作用な

らびに発芽管の伸長抑制効果を示し，実用上

でも有用な物質であることが示された．今後，

他の効果などについて検討を加えたいと考え

ている．
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